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論文題目  

'Doubled Travels' from England to the Mediterranean Area: Seeing and Visualizing in Early Modern 
English Travel Writings 

（イングランドから地中海地域への「二層の旅」─初期近代イングランドの旅行記における視

覚的描写） 

 

 本論文は初期近代イングランドで出版された三つの地中海沿岸地域への旅行記を分析対象と

してとりあげ、それぞれの旅行記における地中海沿岸地域の都市の表象を分析し、視覚的図像



とナラティヴとの創造的な関係性を詳らかにしようとするものである。これまでグランド・ツ

アーの先駆けとして十把一絡げに論じられがちだった旅行記が、それぞれ異なる観察の眼差し

と視覚図像を有し、中世的な宗教的枠組みを失い始めると同時に、旅行者の観察や体験に基づ

く情報提供に重点が置かれるようになるという初期近代の特徴を論じている。 

 論文は序章と結論の他に、四つの章から構成されている。 

 
INTRODUCTION 
CHAPTER 1 The Stages of Classical and Biblical Stories: George Sandys's Relation of a Iourney 
    1. Sandys's Interests in Literary Legacies in the Mediterranean Area 
    2. Sandys's Descriptions of Historical Sites Using Classical and Biblical Stories 
CHAPTER 2  The Bird's-eye View of Cities in Fynes Moryson's Itinerary 
    1. The Contents of Moryson's Descriptions of Foreign Cities 
    2. Moryson's Descriptions of Foreign Cities from Bird's-eye Views 

CHAPTER 3   The Display of Curious Things in Robert Plot’s Natural History of Oxfordshire 

    1. The Culture of Collecting Curiosities in the Early Modern Period: The Cabinet of Curiosities 
    2. Texts Related to the Cabinets of Curiosities in Early Modern England 
    3. Robert Plot's The Natural History of Oxfordshire 
CHAPTER 4  The Textual Cabinet of Curiosities in Thomas Coryat's Crudities 
    1. Coryat's Self-fashioning as a Non-elite Travel Writer 
    2. Coryat's Descriptions of Foreign Cities Similar to the Cabinet of Curiosities 
CONCLUSION 
 

【論文概要】 

 序論において著者は、研究対象である初期近代イングランドの地中海地域を中心に描く旅行

記、ジョージ・サンズの『旅の記録』（1615）、ファインズ・モリソンの『旅行記』（1617）、ト

マス・コリアットの『コリアットの半生道中記』（1611）それぞれの成立状況を説明する。こ

れらの旅行記は、出版文化が隆盛する１７世紀初期のロンドンで上梓され、中世の巡礼記のよ

うな宗教的作品や 16 世紀後半のアントニー・マンディーのような政治的パンフレットなどと

も異なる性質をもつこと、すなわち、印刷術によって広がりつつある読者層に向け、地中海地



域の都市や事物そのものを、体験や観察に基づいて客観的に記述するという新しさを有し、フ

ランシス・ベーコンの提唱する初期近代イングランドの新たな科学的価値観に呼応しているこ

とが指摘される。こうした新しい記述は当然のことながら、それまでの巡礼記などのナラティ

ヴとは異なるナラティヴの誕生を意味する。著者はそうした旅行記を、ジョージ・サンズの言

葉を借りつつ「二層の旅」(doubled travels)、すなわち「一度、苦労と危険とともに旅をし、今

一度、誠意と勤勉さをもってそれを記録する」ものと定義する。旅行記記者の観察や体験が重

んじられ、そのナラティヴがどのような視覚的パラテクストを援用しながら展開されるかが、

そうした旅行記の最大の特徴となり、本研究の焦点となっている。 

 第一章ではトルコ帝国、エジプト、聖地、イタリアの島々を巡る旅が記されたジョージ・サ

ンズの『旅の記録』（1615）が分析される。サンズは、旅行者、政治家、古典学者と多様な側

面を持つ人物として知られるが、著者は『旅の記録』が古典作品や聖書からの引用が数多くみ

られること、同時に歴史的建造物及び景勝地等の場所の詳細な描写を含むことに着目し、ギリ

シャ・ローマ詩人や聖書の物語の舞台となった場所を、具体的かつ立体的に観察し描写する古

典学者としての知的態度を明らかにしていく。著者は特に、サンズの空間の描き方の特徴とし

て、まず地形や位置等の大きな視点から描き、徐々に視点を絞り特定の場所の詳細を描く点に

注目する。例えば聖地の記述では、聖書の物語への言及からはじめてエルサレムの街全体を地

図的な挿絵とともに描き、聖墳墓教会に焦点を絞り、その外観を説明する。さらに、その内部

の描写へ進み、カルヴァリの丘や復活聖堂等の特定の場所の記述へと移行する、という具合で

ある。著者はそうしたサンズの聖地の空間描写を中世後期の巡礼記の記述と比較し、サンズが

観察のナラティヴを重視し、視覚的パラテクストによって立体的に旅行記を構築した点に、旅

行記文学としての新しさを見出している。 



 第二章ではファインズ・モリソンの『旅行記』（1617）の第一部に注目する。モリソンは、

ケンブリッジ大学、バーゼル大学、パドヴァ大学で学んだ経歴を持ち、「異国を旅して体験を

得たいという生来の望み」から旅に出た人物であり、彼の旅行記はヨーロッパ及び近東を都市

ごとに、その主要な場所を中心に描いているが、著者はその旅行記に大きな影響を与えたテク

ストに着目する。それは当時の旅行マニュアルの一つであるトマス・パルマー『外国を旅する

方法についての随筆』（1606）である。外国の事物を調査・観察する際に対象とすべき事柄と

してパルマーは、名前、人口密度、地理的状況、地形、自然物と人工物の産物、不完全な物や

欠落した物などのカテゴリーを設けているが、著者は、そうしたカテゴリー分けに基づいてモ

リソンが旅行記のナラティヴを構成したと指摘する。とりわけ、人工物のカテゴリーにある

「門、噴水、橋、教会、通り、宗教的建物、城、兵器庫、貯蔵庫、市場、取引所、歩道、学校、

図書館、大学等」の建物の描写が整然と配置されている点に着目し、それは目次から都市それ

ぞれの場所の記述を探し読むことができるための書物的な工夫であることを指摘する。さらに

モリソンの都市の描写が地図や鳥瞰図などの挿絵によって補強されている点に著者は注目する。

ヴェネツィア、ナポリ、ローマ、ジェノヴァ、パリ、エルサレム、コンスタンティノープルの

七つの主要都市の記述は鳥瞰図を伴い、主要な歴史的建造物、市場、門などにはキャプション

が挿入されており、著者は、ナラティヴと図像との関係性にこだわる教育的・啓蒙的態度こそ、

後のグランド・ツアーの旅行記に見られる知的態度に繋がるモリソン旅行記の最大の特徴であ

ると結論づけている。 

 第三章で著者は初期近代イングランドにおける珍品蒐集の文化とテクストとの関係に着目す

るが、これは次章で扱うトマス・コリアットの旅行記の誕生に関する文化的背景に有効な視座

を提供するものである。まず著者は「珍品陳列室」に着目し、ヨーロッパで広まった「芸術と



驚異の部屋」と呼ばれる珍品蒐集コレクションがコイン、絵画、壺といった人工物と、貝殻、

動植物の標本といった自然物を含む多種多様な物から構成されていたことを指摘し、珍品蒐集

の流行と並行して、物を所有してそれらを記録しリスト化する知的態度がイングランドに醸成

され、それが文学作品（代表的な例としてロバート・バートンの『憂鬱の解剖』（1621）など）

における情報の断片の蒐集及びリスト化と重なると論じる。そうした文学作品の集大成として

とりわけ重要なのはロバート・プロットの『オックスフォードシャーの自然誌』(1677)である。

プロットはアッシュモリアン博物館の初代館長であり、その経歴から「珍品陳列室」の意義を

理解していたことは想像に難くないが、興味深いのは、地方誌を記述するプロットの記述が、

オックスフォードシャーの動植物、鉱物、人工物など特に珍しい物事やそれにまつわる話を中

心に記録されるという点で、外国の都市や事物を記録する旅行記と極めて近いナラティヴを作

り上げていることである。そうした知的態度からコリアットの旅行記を逆照射することの重要

性が論じられる。 

  第四章は、トマス・コリアットの『コリアットの半生道中記』（1611）を分析する。コリア

ットは旅行者と同時に宮廷道化師としても知られる人物であり、彼の旅行記も体験に基づいた

雑多な物事を記すものである。実際、コリアットの旅行記は、一見何の方針もない、雑多な情

報の寄せ集めであり、サンズのような景勝地の描写やモリソンのような鳥瞰図的視点からの街

の描写も見られない。しかし著者は、例えばヴェネツィアの記述において、コリアットが取引

所、橋、運河、ゴンドラ、市場などをカテゴリーによって記すのではなく、まるで一日でその

都市を見物して回ったかのように、凝縮してナラティヴを展開する点に着目する。つまりこの

ナラティヴによって、読者は一度に都市のさまざまな要素を把握することができ、それは森羅

万象をコンパクトに一部屋に詰め込んだ「珍品陳列室」の方法論にならっているのである。こ



うして著者は、『コリアットの半生道中記』と「珍品陳列室」が、ともに読者あるいは観覧者

を驚かせ、楽しませる装置だったと論じている。 

 

【審査要旨】 

 2023年 12月 5日に実施された口頭試問の質疑応答、および外部査読者 Bill Sherman氏から

提出された詳細な報告書を踏まえつつ、審査委員会の所見を以下に要約する。 

 本論文は、イギリス初期近代に最盛期を迎える旅行記、とりわけ１７世紀初頭に出版された

地中海沿岸の地域への旅行記を取り上げ、旅行記という文学ジャンルが、航海術や印刷術の発

展により、中世の巡礼記から大きく変容していく様子を説得力豊かに描いた学術的価値の高い

ものである。地理的・年代的座標はかなり狭く限定されているが、その文化的射程は驚くほど

広く、古典および聖書解釈学、地図作成、古文書学、珍品蒐集などに及ぶ。特に、この頃の旅

行記が、観察や体験に基づく情報提供に重点が置かれるようになり、その語りが視覚的図像や

説明文を伴いつつ、互いを補完補充し合って創造的な関係性を生み出しているという指摘、そ

して珍品収集文化との接続に関する指摘など、多くの独創的見解を導き出している点が高く評

価できる。 これまでの先行研究において、本論文が扱う三つの旅行記は、十八世紀のグラン

ドツアーの旅行記の先駆けとして扱われることはあったが、本論文のように、視覚的描写とナ

ラティヴの関係を探り、旅行記における地中海地域の都市や事物の表象を探求する研究は殆ど

なかった。著者は、語られる具体的な場所の様子、 都市の名所の位置、都市全体の印象を精

査し、十七世紀初頭の様々なジャンルのテクストや文化との関連の中で、それぞれの旅行記を

分析する研究の意義を詳らかにしたと言える。 

 本論文を構成する三つの章には、それぞれに重要な学術的貢献が認められる。 



 まず第一章では、サンズの『旅の記録』における観察や実体験が、視覚的図像を伴って展開

される点に注目し、旅行記における挿絵とナラティヴ、視覚とテクストの関係性を明らかにし

ているが、その議論は力強く、論文全体を貫く軸を形成しており、高く評価できる。確かにエ

クフラシスや遠近法、その他の初期近代のイメージに関して近年議論されている重要な概念に

ついてもっと議論する余地があったものの、本章の優れた点は『旅の記録』におけるナラティ

ヴとイメージの両方を丹念に読み解く精密さであり、立体的な旅行記の構築によってサンズが

この文学ジャンルに新たな地平を切り拓いたとする指摘の斬新さである。『旅の記録』におけ

る視覚的描写と語りとの創造的な関係性を探求するこうした研究はこれまで皆無に近く、この

点での学術的な貢献は非常に大きいと言える。 

 また第二章でモリソンの『旅行記』が、パルマーの『外国を旅する方法についての随筆』と

いう旅案内のカテゴリー分けに基づいて、そのナラティヴを構成したとする指摘は鋭く、その

カテゴリー分けが、都市ぞれぞれの場所の記述を探し読むための書物的な工夫へとつながる、

という書物学的な洞察は非常に興味深い。さらに本章では、当時ジョージ・ブラウンとフラン

ツ・ホーゲンベルグなどによって作成された都市鳥瞰図が取り上げられ、そうした鳥瞰図と旅

行記ナラティヴとの関係性が綿密に分析されるが、著者がモリソンのナラティヴとイメージに

よって生み出される教育的・啓蒙的態度こそ１８世紀の旅行記に見られる知的態度に繋がる特

徴であることを看破した点は高く評価できる。 

 こうした旅行記の分析に新しい地平を切り拓こうとするのが、アッシュモリアン博物館初代

館長だったロバート・プロットの『オックスフォードシャーの自然誌』を扱う第三章である。

このテクストは旅行記というジャンルからは外れた地方地誌の著作であるが、近年マージョリ

ー・スワンやニール・ケニーといった研究者たちが展開した「珍品蒐集」という視点から、本



章はプロットの『自然誌』における植物や鉱石のカタログ化に注目する。その際、そうした研

究者が目を向けてこなかったプロットのカタログ化が、イングランド博物誌の創始者ジョン・

トラデスカントの珍品博物館に見られる自然の驚異のカタログ化と酷似している点、そしてプ

ロットがトラデスカントの珍品を納めていたアッシュモリアン博物館の館長だった点にも読者

の注目を向けて、プロットが地方地誌のナラティヴに珍品蒐集のカタログ化の手法を持ち込ん

だと論じるが、その着想には独創性が認められる。またそれが本研究の最後を飾るトマス・コ

リヤットの並外れた業績への道を開くのに役立ったという指摘、『コリアットの半生道中記』

で蒐集された地中海地域の都市にまつわる面白い物事や情報それぞれが、仮想的な「珍品陳列

室」を形作る重要なアイテムとして全体のナラティヴを構成しているという指摘は、旅行記研

究への貴重な貢献であると言えよう。 

 以上のように、本論文は１７世紀前半における地中海海域への旅行記がいかに語りと視覚的

イメージとの創造的な関係性を築いていたか、またいかに珍品蒐集文化の強い影響を受けなが

ら、都市や地方の建造物、景勝地のみならず鉱物や動植物などのカタログ化からナラティヴの

手法を学び取っていたかを明らかにし、旅行記研究に新しい光をあてることに成功している。 

 しかし、これからの課題とすべき点もいくつか審査員から指摘された。 

 先ずイントロダクションにおいて、中世から初期近代への旅行記の変化を述べる際、１６世

紀以前の紀行文学について、二次文献も挙げながら丁寧な説明が必要であること、あるいは旅

行記における doubled travels という概念は本論文の中で非常に有効な概念であるだけに、もう

少し定義の慎重さが必要であること、そして１７世紀前半における地中海海域に限定する意味

が文化的、社会的な側面から明らかにされると議論にもっと説得力が生まれるであろうことが

指摘された。 



 また第一章におけるサンズの議論では、彼が翻訳したオウィディウスの『変身物語』と『旅

の記録』の共通点を本論文は指摘しているが、その点は重要な議論であるだけに、さらに具体

例を挙げながら丁寧な説明が必要であり、また第二章でイタリアへの旅行記の実例として挙げ

られる一次文献は 1670 年出版のリチャード・ラッセルズによる旅行記だけであるが、それ以

前に出版されたものも多くあり、さらなる研究の余地があるように思われる。 

 第三章でロバート・プロットに注目する本論文の戦略も非常に興味深いが、なぜプロットに

白羽の矢を立てたのかという理由について、アッシュモリアン博物館との繋がり以外にも証拠

が集められれば、さらなる説得力を持つことができたはずであり、またリチャード・ヘルガー

ソンが検討した地誌的な文学的資料、特にマイケル・ドレイトンなどを探求する余地もあった

のではないかという指摘がなされた。同じように第四章でも、喜劇的効果を意図するコリアッ

トの旅行記と同時に、プラクティカルな意図を持つリチャード・ハックルートの航海記や聖職

者サミュエル・パーチャスの旅行記なども射程に入れると、議論がよりダイナミックになった

はずであり、研究をさらに発展させていくための道筋が審査員によって示された。 

 最後に、珍品陳列室という一見無秩序にみえても陳列の法則を有する空間をコリアットの旅

行記の記述に適用する手法は評価されるべきだが、その点を考えるとコリアットの一見組織性

を欠いているように思われるテクストに、もっと具体的な法則や意図を見出す必要があったの

ではないか、という指摘がなされた。 

 以上、いくつかの改善点や今後の課題は残されているものの、これらの指摘は本論文の独創

性や学術的意義に疑念を呈するものではなく、むしろ著者が今後さらに初期近代の旅行記に関

する研究を国際的に展開していく上で貴重な指針となるものである。着実な読解と独創的な着

想力に貫かれた本論文が初期近代英文学研究への重要な貢献であることに疑問はなく、審査員



一同は高橋三和子君の博士号請求論文が博士号（文学）を授与するに相応しいものと判断する。 




